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【旭中学校】
■活用の仕方
「錬磨タイム（15:35～15:45）」での活用

■取組から見えてきたこと
□活用問題に対する生徒の傾向
・問題がしっかり読めていない。
・深く考えずに直感で答えてしまう。
・前後の関連付けができない。

【柵原東小学校】
■活用の仕方
・単元のまとめテストとして授業の中での活用や、算数
では習熟の場面にも活用している。

・正答率が低い問題だけもう一度宿題として出して学力
の定着を図る。

・不正解の問題では数字を変えて再度取り組む。
・「家庭学習ノート」で活用している。

■取組から見えてきたこと
・本テストを分析することで、指導のポイント等に生かす
ことができた。

・いろいろな活用問題の解き方の思考方法を身につけるこ
との必要性を感じた。

毎回真剣に取り組む生徒の様子

あなたの学校へズームイン

○錬磨タイム…６校時終了後の毎日１０分間問題を解く。
・「学習到達度確認テスト」や「県・全国学力調査問題

（同一・類似問題）」を解く。
・少数の問題（１～３問）を短時間で取り組む。

○実施したテストについては担当者が丸つけをして翌日に
返却する。

○間違った問題は後日の「錬磨タイム」や休憩時間を利用
して、テスト直しをする。

授業で全員解いた後、
帰宅後積極的に家庭学
習ノートに切り貼りを
して、できなかったと
ころの解き直しをして
いる。

家庭学習ノートでの活用例


